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Ａ. 研究目的 

近年、アレルギー疾患において大規模な

GWAS が行われ、それらの遺伝要因が明らかと

なってきている。本研究はグルパール 19S に

よる食物アレルギー患者において、その発症

に関わる遺伝要因を明らかにすることを目

的とする。アトピー性皮膚炎はバリア機能の

異常が特徴であるが、本年度はアトピー性皮

膚炎の GWAS により同定された遺伝要因が疾

患感受性と関連するか検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

患者 471 名、コントロール 7971 名につい

て、これまで報告されたアトピー性皮膚炎に

関連する 17 領域、22 ヶ所（FLG; rs6587673,  

 

rs6696556, ILRL1; rs13015714 ， GLB1; 

rs6780220, CCDC80; rs12634229, TMEM232; 

rs7701890, rs9326801, IL13; rs1295686, 

rs2023823, MHC; rs176095, CARD11; 

rs4722404, ZNF365; rs10995251, NLRP10; 

rs878860, OVOL1; rs479844, rs593982, 

C11orf30; rs7927894, rs11236809, CLEC16A; 

rs2041733, ZNF652; rs16948048, ACTL9; 

rs4804075, CYP24A1; rs16999165, RTEL1; 

rs6010620 ）の遺伝子多型について関連解析

を行なった。タイピングはインベーダー法を

用いた。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は三省合同「ヒトゲノム・遺伝子解

研究要旨 

旧茶のしずく石鹸に含まれた小麦の加水分解産物であるグルパール 19Sによる食物アレルギーは重

篤なアナフィラキシーを起こすこともあり問題となっている。石鹸の使用によりグルパール 19S 抗原に感

作されており、発症機序として経皮・粘膜感作が重要と考えられている。本研究はグルパール 19S によ

る食物アレルギーの遺伝要因を明らかにすることにより、科学的な病態解明を行うことを目的とする。近

年、アレルギー疾患において大規模なゲノムワイド関連解析（GWAS）が行われ、それらの遺伝要因が

明らかとなってきている。皮膚のバリア機能異常を特徴とするアトピー性皮膚炎においても 19 ヶ所の関

連領域が同定されている。本年度はグルパール 19S による食物アレルギー患者 471 名、コントロール

7971 名について、これまで報告されたアトピー性皮膚炎に関連する 19 領域のうち、日本人でも多型性

が認められる 17領域、22個の遺伝子多型について関連解析を行なった。その結果、いずれの多型とも

グルパール 19S による食物アレルギー発症との有意な関連は認められなかった。現在、ゲノムワイド関

連解析を行っている。 



析研究に関する倫理指針」に準拠して行い、

当該実施機関の倫理委員会の承認を受けた

うえで研究を行っている。 

 

Ｃ. 研究結果 

 18ヶ所の遺伝子多型とグルパール19Sによる

食物アレルギーの発症との間に有意な関連を

認めなかった（P=0.069〜0.989）。 

 

Ｄ. 考察   

アトピー性皮膚炎は皮膚のバリア障害を特

徴とするアレルギー疾患であるが、GWAS で同定

されたアトピー性皮膚炎の遺伝要因と本疾患

との間に有意な関連は認められなかった。これ

までのグルパール19Sによる食物アレルギーの

疫学調査の結果からもアトピー性皮膚炎は本

疾患発症のリスクとはされていない。今回、遺

伝要因の側面からの検討においても強い関連

は認められなかった。 

 現在、グルパール 19S による食物アレルギ

ー患者 469 名、コントロール 3285 名について

Illumina OmniExpress Exome v1.2 Chip により

ゲノムワイド関連解析を行っている。 

 

Ｅ. 結論 

グルパール19Sによる食物アレルギーとGWAS

で同定された 18 ヶ所のアトピー性皮膚炎の疾

患リスクアレルとの間に有意な関連は認めら

れなかった。ゲノムワイド関連解析については

現在解析中である。 

 

Ｆ. 健康危険情報 

 記載事項なし 
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